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第一回一九七一一一年一二月二～一一一日
東
京
霞
が
関
ピ
ル
東
海
大
学
校
友
会
館
第
一
テ
ー
マ
ロ
シ
ァ
十
月
革
命
と
日
本
の
社
会
運
動
ロ
シ
ア
十
月
社
会
主
義
革
命
と
日
本
の
社
会
運
動
犬
丸
義
一
十月革命とその日本の社会運動へのイン。ハクト
ペ
・
ペ
・
ト
ペ
ハ
第
二
テ
ー
マ
日
本
と
ソ
連
に
お
け
る
近
・
現
代
史
研
究
の
基
本
動
向
と
問
題
点
ソ
連
邦
に
お
け
る
近
代
史
研
究
の
基
本
的
方
向
ア
・
エ
リ
・
ナ
ロ
チ
ニ
ッ
キ
ー
日
本
現
代
史
研
究
の
最
近
の
動
向
藤
原
彰
第
三
テ
ー
マ
革
命
的
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
主
義
史
の
諸
問
題
マ
ル
ク
ス
主
義
と
ナ
ロ
「
ド
ー
ー
キ
主
義
Ｉ
科
学
的
共
産
主
義
の
古
典
家
に
よ
る
問
題
の
と
ら
え
方
の
若
干
の
局
面
ｌエム
・
ペ
・
キ
ム
亡命ナロードニキ、ラッセルⅡスジロフスキーと革命的ナ
法
政
史
学
第
四
十
号
日ソ歴史学シンポジウム（第一回’第八回）の記録
テ
ー
マ
、
報
告
、
報
告
者
、
紹
介
記
事
、
関
係
論
文
等た
だ
し
、
チ
フ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ト
ペ
ハ
は
、
都
合
で
当
日
来
日
せ
ず
ナ
ロ
チ
ニ
ッ
キ
ー
に
よ
っ
て
、
報
告
論
文
の
糸
が
届
け
ら
れ
た
。
次
に
記
す報告書には翻訳、掲載されている。
＊
＊
＊
日ソ歴史学シンポジウム組織委員会（代表和歌森太郎）編『革
命
ロ
シ
ア
と
日
本
’
第
一
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
』
（
’
九
七
五
年
二
月
、
弘
文
堂
）
「初の日ソ歴史学シンポジウムーお互いの動向を紹介」（『朝日
新聞』夕刊、一九七三年一二月七日）
江
口
朴
郎
「
恒
常
化
へ
主
体
確
立
を
Ｉ
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終えて」（『毎日新聞』夕刊、一九七一一一年一二月一二日）
ロードーーキ主義史の諸問題
和
田春樹
孫文とロシア・ナロードーーキエス
・
エ
リ
・
チ
フ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
日
本
に
お
け
る
孫
文
研
究
の
動
向
野
沢
豊
一一ハーハ
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報告者以外の日本からの自費参加者和歌森太郎（団長）
和
田
春
樹
倉持俊一
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
の
参
加
者
下
斗
米
伸
夫
杉
本
昭
七
保田孝一
＊
＊
＊
斉
藤
孝
「
互
い
に
交
流
、
批
判
し
合
う
場
に
’
第
二
回
日
ソ
歴
史
学
第
二
回
一
九
七
五
年
二
月
一
七
日
～
一
九
日
日ソ歴史学シンポジウム（第一回～第八回）の記録
モ
ス
ク
ワ
学
者
会
館
第
一
テ
ー
マ
第
二
次
世
界
大
戦
・
研
究
の
成
果
と
展
望
第二次世界大戦の敗北による日本の社会的・政治的変動
・ヘ・・へ・ト。ヘハ
日本における第二次世界大戦の研究
斉
藤
学
日
本
の
対
ソ
戦
略
藤
原
彰
第
二
次
世
界
大
戦
・
研
究
の
成
果
と
展
望
ァ
・
イ
・
バ
ビ
ン
第二テーマ日露両国における資本主義発達の特質、とくに
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
資
本
主
義
の
特
質
日
南
田
静
真
ロシアにおける資本主義発達の特質・国家の役割
ぺ
・
ゲ
・
ル
ィ
ン
ジ
ュ
ン
ス
キ
ー
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
と
国
家
の
役
割
守
屋
典
郎
シンポジウム」（『朝日新聞』夕刊、一九七五年一二月二日）
倉持俊一「亘シァにおける資本主義の発達と国家の役割’第
二回日ソ歴史学シンポジウムに参加して」（『ロシア史研究』、二
五号、一九七六年六月）
ソ連からは、右の二名の報告者のほかに、イェ・ヴェ・イレ
リ
ッ
カ
ャ
女
史
が
来
日
し
、
討
論
に
参
加
し
た
。
＊
＊
＊
斉藤孝「第一二回日ソ歴史学シンポジウムについて」（『現代と
第
一
一
一
回
一
九
七
七
年
一
二
月
三
日
～
四
日
東
京
学
士
会
分
館
（
本
郷
）
第
一
テ
ー
マ
極
東
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
内
戦
と
干
渉
戦
争
ソ
連
邦
極
東
へ
の
干
渉
の
開
始
Ｉ
参
加
国
結
果
と
そ
の
経
験
イ
・
イ
・
ミ
ン
ッ
日
本
の
極
東
ロ
シ
ア
軍
事
干
渉
の
諸
問
題
原
暉
之
一九二○年四月の「武装解除戦」に関する若干の諸問題
高
橋
治
第
二
テ
ー
マ
天
皇
制
と
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
ッ
ァ
ー
リ
ズ
ム
Ⅱ
ロ
シ
ア
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
一
般
性
と
特
殊
性
一九○○年代の天皇制
中村政則
一八八○年代における近代ツァリーズムの成立
和
田
春
樹
ヴ
ェ
・
ヤ
・
ラ
ヴ
ヨ
ー
ル
イ
チ
ェ
フ
一
六
七
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思想』、二一一号、一九七八年）
藤本和貴夫・高田和夫「第三回日ソ歴史学シンポジウム参加記」
（「歴史学研究』、四五四号、一九七八年三月）
第
四
回
一
九
七
九
年
六
月
二
五
日
～
二
六
日
法
政
史
学
第
四
十
号
モ
ス
ク
ワ
友
情
の
家
第
一
テ
ー
マ
世
界
史
の
方
法
論
歴
史
方
法
論
の
若
干
の
問
題
イ
ェ
・
エ
ム
・
ジ
ュ
ー
コ
フ
一九四五年’一九七九年の日本における世界史の方法論
吉
田
悟
郎
ス。ハルタのへロットは奴隷であるか
太
田
秀
通
第
二
テ
ー
マ
世
界
史
の
な
か
の
日
露
戦
争
世界史と日本史における日露戦争
大
江
志
乃
夫
ソヴェト歴史学における日露戦争の基本的諸問題
イ
・
イ
・
ロ
ス
ト
ゥ
ー
ノ
フ
日
露
戦
争
と
東
ア
ジ
ア
野
沢
豊
報
告
者
以
外
の
日
本
か
ら
の
自
費
参
加
者
江
口
朴
郎
斉
藤
孝
藤
原
彰
倉持俊一
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
の
参
加
者
高橋幸八郎（団長）
伊
東
孝
之
藤
本
和
貴
夫
和
田
春
樹
ただし、大江志乃夫は出発直前の病気のため訪ソできなかっ
た。報告論文は事前に送られており、当日は藤原彰が「世界史
における日露戦争」の報告を行なった。また和田春樹も報告論
文「日露戦争期の日露両国の社会主義者の連帯」を提出してい
たが、モスクワで入院中のため出席できなかった。
＊
＊
＊
第一一一テーマの大江、ロストゥーノフ、野沢および和田の四報
告、藤原のコメントが、『史潮』新七号（’九八○年九月、弘文
堂）に収録されている。
藤原彰「日ソ歴史学シンポジウムに参加して」ｓ毎日新聞』
夕刊、一九七九年八月一五日）
太田秀通「日ソ歴史学シンポジウムの印象」ｓ歴史学研究月
報」、二一一一七号、一九七九年九月）
吉田悟郎ヨ世界史の方法論』をめぐるいくつかの意見」（『歴史
地理教育』、一一一○一号）同著『世界史の方法』（一九八三年四月、
青木書店）に目ソ歴史学における世界史の方法’第四回日ソ
歴史学会議に参加して」として再録。
太田秀通「歴史学の方法の核心をめぐってｌ日ソ歴史学シン
ポジウム」（同著『歴史を学ぶ心」一九七九年一○月、大月書
店）倉持俊一「ソ連史学界における日露戦争’第四回日ソ歴史学
シンポジウムに出席して」（「法政史学』、一一三号、一九八○年四
月）
一六八
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第
五
回
一
九
八
一
年
一
二
月
五
日
～
六
日
ソ連からは、右の四名の報告者のほかに、ア・エ・ジューコ
フ
が
来
日
し
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
・
発
言
は
し
な
か
っ
た
。
日ソ歴史学シンポジウム（第一回～第八回）の記録
東
京
法
政
大
学
（
市
ヶ
谷
校
舎
）
第
一
テ
ー
マ
大
戦
間
期
に
お
け
る
、
国
際
革
命
運
動
の
東
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
に
対
す
る
影
響
朝
鮮
・
中
国
・
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
十
月
革
命
に
対
す
る
直
接
的
反
応
に
つ
い
て
。ヘ・・ヘ・卜。ヘハ
孫
文
の
社
会
・
政
治
思
想
の
形
成
に
対
す
る
ロ
シ
ア
十
月
革
命
の
影
響
に
つ
い
て
エ
ス
・
エ
リ
・
チ
フ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
コ
ミ
ン
ー
ァ
ル
ン
と
中
国
に
お
け
る
民
族
解
放
運
動
の
政
治
力
学
’
一
九
二
○
年
代
初
期
の
統
一
戦
線
を
例
と
し
て
宇
野
重
昭
国
際
共
産
主
義
運
動
と
朝
鮮
の
民
族
解
放
運
動
ｌ
新
幹
会
運
動
（一九二七’’一二年）を中心に
水
野
直
樹
第二テーマョーロヅ．（の絶対王制
ヨーロッ。〈絶対主義の形成と諸類型
ア
・
エ
ヌ
・
チ
ス
ト
ズ
ヴ
ォ
ー
ノ
フ
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス
絶
対
主
義
遅
塚
忠
躬
ソ連の歴史学における絶対主義の諸問題
ア
・
ペ
・
ノ
ヴ
ォ
セ
ー
リ
シ
ェ
フ
日本の歴史学における絶対主義の概念について大
石
嘉
一
郎
＊
＊
＊
第一一一テーマの遅塚、チストズヴォーノフ、ノヴォセーリシェ
フ、大石の四報告、倉持の解説が、「史潮」新一一一一号（一九八三年
一○月、弘文堂）に収録されている。
高田和夫「第五回日ソ歴史学シンポジウムに参加して」（『歴史
学研究』、五○四号、一九八二年五月）
第
六
回
一
九
八
三
年
一
一
月
一
七
日
～
｜
九
日
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ト
東
洋
学
研
究
所
支
所
第一テーマ一八世紀から現代までの日本人のロシア観、ロ
シ
ア
人
の
日
本
観
日
本
人
の
厚
シ
ァ
観
ｌ
内
村
鑑
一
一
一
の
場
合
外
川
継
男
詩
人
石
川
啄
木
の
ロ
シ
ア
観
中村喜和
日
本
人
の
ロ
シ
７
イ
メ
ー
ジ
ー
先
生
、
敵
、
と
も
に
苦
し
む
者
和田春樹
最
初
の
ロ
シ
ア
使
節
団
の
見
た
日
本
人
ア
・
ア
・
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
日本封建制の時代区分をめぐるソ連歴史学界の動向
ア
・
ア
・
卜
ル
ス
ト
グ
ー
ゾ
フ
ソ
連
研
究
者
の
著
作
に
お
け
る
戦
前
・
戦
中
の
日
本
史
’
一
九
三
七
’
一
九
四
五
年
ア
・
エ
・
ジ
ュ
ー
コ
フ
ソ
連
研
究
者
の
著
作
に
ふ
る
戦
後
日
本
史
の
争
点
イ
・
ア
・
ラ
ー
ト
ゥ
イ
シ
ェ
フ
ソ
連
の
歴
史
家
の
著
作
に
承
る
露
日
関
係
史
の
諸
問
題
一
六
九
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藤原彰編『ロシアと日本ｌ日ソ歴史学シンポジウム』（一
九八五年五月、彩流社）に、チストズヴォーノフ報告をのぞく一
報告者以外の日本からの自費参加者藤原彰（団長）
倉持俊一
ソ
連
に
滞
在
中
の
参
加
者
安
藤
厚
高
橋
清
治
保田孝一
この第六回では、報告の数が多かったためか、はじめて分科
会制がとられた。
法
政
史
学
第
四
十
号
イ
・
ア
・
ヤ
コ
パ
シ
ヴ
ィ
ー
リ
第二テーマ日本・ロシアおよびヨーロッ．〈における資本主
義
の
発
生
開港と日本資本主義の形成
中
村
政
則
一八四八年以前のハンガリーにおける産業資本主義発生の
特
質
南
塚
信
苔
農
奴
解
放
後
ロ
シ
ア
の
専
制
と
経
済
ヴ
ェ
・
ヤ
・
ラ
ヴ
ヨ
ー
ル
イ
チ
ェ
フ
明治維新と日本資本主義の発生史に関するソ連の研究
エ
ヌ
・
エ
フ
・
レ
シ
チ
ェ
ン
コ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
資
本
主
義
発
生
史
の
特
質
ア
・
エ
ヌ
・
チ
ス
ト
ズ
ヴ
ォ
ー
ノ
フ
＊
＊
＊
二報告と、中村・倉持による討論等の紹介が収録されている。
和田春樹「日本人のロシア観、ロシア人の日本観」Ｓ朝日新聞』
夕刊、一九八一一一年一二月一四日）
中村政則「日ソ歴史学シンポジウムに参加して」Ｓ占領史研究
会一ニース』、五五号、一九八四年四月）
倉持俊一「第六回日ソ歴史学シンポジウムに参加して」含法政
史学」、三六号、一九八四年四月）
第
七
回
一
九
八
五
年
五
月
一
八
日
～
一
九
日
メ
ー
チ
ニ
コ
フ
の
日
本
観
渡
辺
雅
司
日
ソ
基
本
条
約
の
締
結
（
一
九
二
五
年
）
と
世
論
藤
本
和
貴
夫
第
二
一
テ
ー
マ
二
○
世
紀
の
帝
国
主
義
ｌ
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・
日
本
二○世紀初頭のドイツ帝国主義の特質について
ぺ
・
ア
・
ア
ー
イ
ジ
ン
第一次世界大戦前のドイツ帝国主義の経済的基礎藤
瀬
浩
司
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
ー
帝
国
主
義
と
国
家
形
態
栗
原
優
革命前ロシアにおける国家独占資本主義
ヴ
ェ
・
ヤ
・
ラ
ヴ
ヨ
ー
ル
イ
チ
ェ
フ
東
京
法
政
大
学
（
多
摩
校
舎
）
第
一
テ
ー
マ
日
本
人
の
ロ
シ
ア
観
、
ロ
シ
ア
人
の
日
本
観
ロ
シ
ア
Ⅱ
ソ
連
に
お
け
る
日
本
観
の
変
遷
ニ
ス
・
イ
・
ヴ
ェ
ル
ピ
ッ
キ
イ
一七○
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ロ
シ
ア
帝
国
主
義
ｌ
世
界
市
場
と
ニ
ア
資
本
主
義
伊
藤
昌
太
日
本
帝
国
主
義
発
達
の
初
期
段
階
に
つ
い
て
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
・
シ
ロ
コ
ー
フ
第
二
次
大
戦
前
夜
お
よ
び
戦
時
中
に
お
け
る
帝
国
主
義
日
本
の
国
家
体
制
と
政
治
の
特
質
イ
・
ア
・
ラ
ー
ト
ゥ
イ
シ
ェ
フ
第
二
次
大
戦
前
の
日
本
帝
国
主
義
江口圭一
＊
＊
＊
第一テーマのヴェルピッキィ報告と、第一一一プーマの伊藤報告は
左
の
と
お
り
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ｓ
・
ヴ
雲
ル
ビ
ッ
キ
ー
（
横
手
慎
二
訳
）
「
ソ
連
人
の
日
本
観
ｌ
そ
の
変遷」（和田春樹解説）（『世界』、一九八六年一月）
伊
藤
昌
大
「
ロ
シ
ア
帝
国
主
義
’
第
七
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の報告・同補論ｌラヴ薑「ルイチニフ氏の批判に答える」（「福
大史学』、第四二・四一一一合併号、一九八七年三月）
芝健介・横手慎二「第七回日ソ歴史学シンポジウム参加記」
（『歴史学研究』、五四六号、一九八五年一○月）
第
八
回
一
九
八
七
年
六
月
二
日
～
四
日
日ソ歴史学シンポジウム（第一回～第八回）の記録
モ
ス
ク
ワ
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
会
館
第
一
テ
ー
マ
二
○
世
紀
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
諸
革
命
の
国
際
的
側
面
ロ
シ
ア
革
命
と
中
東
山
内
昌
之
ロシア一九○五’○七年革命と一九一七年革命における国
際
情
勢
ア
・
ヴ
ェ
・
イ
グ
ナ
ー
チ
ェ
フ
日
露
戦
争
と
ロ
シ
ア
第
一
革
命
に
お
け
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道広
瀬
健
夫
ロシア一九○五’○七年革命の国際的意義について
ぺ
・
ア
・
ア
ー
イ
ジ
ン
第
二
テ
ー
マ
前
近
代
史
の
時
代
区
分
日
本
前
近
代
史
の
時
代
区
分
を
め
ぐ
る
諸
問
題
永
原
慶
二
前
資
本
主
義
社
会
の
時
代
区
分
ア
・
ア
・
ト
ル
ス
ト
グ
ー
ゾ
フ
第
三
テ
ー
マ
近
・
現
代
史
の
時
代
区
分
日
本
史
の
時
代
区
分
ｌ
近
代
・
現
代
大
石
嘉
一
郎
日
本
近
代
史
の
時
代
区
分
エ
ヌ
・
エ
フ
・
レ
シ
チ
ェ
ン
コ
日
本
現
代
史
ヴ
ェ
・
ア
・
ポ
ポ
フ
ロ
シ
ア
資
本
主
義
期
の
時
期
区
分
問
題
ヴ
ェ
・
ヤ
・
ラ
ヴ
ョ
ー
ル
イ
チ
ェ
フ
ネップの終焉（一九二九’一九一一一六年）下斗米伸夫
第
四
テ
ー
マ
第
二
次
大
戦
後
の
極
東
に
お
け
る
平
和
と
安
全
保
障
第
二
次
大
戦
後
の
極
東
に
お
け
る
安
全
保
障
ｌ
日
本
の
経
験
を
基
に
し
た
回
顧
と
展
望
佐
々
木
隆
鯛
アジア太平洋地域における平和・安全・協力についてのソ
連の概念
デ・ヴェ・・ヘトロフ
日本のアジア政策と地域の平和・安全問題
力
・
オ
・
サ
ル
キ
ー
ソ
フ
日
本
の
地
域
政
策
の
展
開
ニ
ス
・
イ
・
ヴ
ェ
ル
ピ
ッ
キ
イ
報
告
者
以
外
の
日
本
か
ら
の
自
費
参
加
者
加
納
一
格
一七一
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あ
と
が
き
この「日ソ歴史学シンポジウム（第一回～第八回）の記録」は、
前
述
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
担
当
者
と
し
て
の
責
任
を
は
た
す
つ
も
り
で
着
手
し
た
。
し
か
し
、
は
じ
め
て
承
る
と
、
か
な
り
厄
介
な
仕
事
で
あ
士
屋
好
古
藤
原
彰
和
田
春
樹
倉持俊一
モ
ス
ク
ワ
滞
在
中
の
参
加
者
久
保
英
雄
横手慎二
な
お
第
八
回
代
表
団
団
長
は
永
原
慶
二
＊
＊
＊
和
田
春
樹
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
で
活
気
ｌ
日
ソ
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（『朝日新聞』夕刊、一九八七年六月二二日）
佐々木隆繭「第八回日ソ歴史学シンポジウムに参加して」含科
学と思想』、六六号、一九八七年一○月）
加納格・倉持俊一「。ヘレストロイヵ』の中のソ連歴史学
’
第
八
回
日
ソ
歴
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
「
歴
史
学
研
究
二
七
二
号
、
一九八七年一○月）
倉
持
俊
一
「
シ
そ
一
九
八
七
年
二
月
）
和
田
春
樹
『
私
の
見
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
八
七
年
一月） 法政
史
学
第
四
十
号
「シンポジウムに参加して」
（「文化交流』、二四号、
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
記
憶
は
う
す
れ
、
細
部
に
な
る
と
矛
盾
す
る
資
料
が
出
て
き
て
迷
う
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
く
出
来
あ
が
っ
た
も
の
は
、
甚
だ
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
が
、
叩
き
台
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
文
中
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
錯
誤
や
脱
落
が
あ
る
と思われるので、関係各位から御注意いただければ幸いである。
と
く
に
紹
介
記
事
な
ど
に
つ
い
て
の
見
落
し
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
お
気
づ
き
の
点
を
御
教
示
た
ま
わ
り
た
い
と
思
う
。
（
倉
持
俊
一
）
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